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研究目的・組織
（１）目的：建築計画の分野が教育と建築設計の上で果たしてきた大きな役割
を認識するとともに、これからの２１世紀の建築作りの上で期待される計画系
教育を探求する

（２）共催：建築計画委員会、都市計画委員会、農村計画委員会、建築経済委
員会、建築教育委員会、歴史・意匠委員会

（３）本委員会：（香山委員長他、仙田満、小倉善明、小川富由他、多数の内
外の委員）

（４）作業小委員会：

・ 教育体系小委員会（主査：竹下輝和、幹事：花里俊廣）
・ 海外教育小委員会（主査：長澤 泰、幹事：大野隆造）
・ 設計教育小委員会（主査：重村 力、幹事：小場瀬令二）
・ 職能教育小委員会（主査：三井所清典、幹事：河野 進）
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計画系教育と計画系教育と職能職能

２．多様な計画論理の展開２．多様な計画論理の展開

１．計画系職業領域の拡大と多様化１．計画系職業領域の拡大と多様化

３．これからの建築設計計画者の職能３．これからの建築設計計画者の職能

１）市場とニーズの変化１）市場とニーズの変化

２）計画系業務領域の拡大と多様化２）計画系業務領域の拡大と多様化

３）計画系技術の拡大と多様化３）計画系技術の拡大と多様化

１）専門化する計画系技術と計画論理１）専門化する計画系技術と計画論理

２）さまざまな計画論理の展開と合理性２）さまざまな計画論理の展開と合理性

１）建築設計計画者教育における実務教育１）建築設計計画者教育における実務教育

２）建築設計計画者に共有されるべき能力２）建築設計計画者に共有されるべき能力
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計画系業務領域の拡大と多様化

・ 計画・設計・施工をコアと
した業務領域の上流・下
流への拡大。

・ ライフサイクルの各段階
でも非建築系・非計画系
専門家の参画増大を含
め、業務領域の拡大が
みてとれる。

複数の専門家によるライフ
サイクルの各段階にわた
る業務のコーディネート、

マネジメント業務
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計画系業務領域の拡大と多様化
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建築設計計画者教育における実務教育建築設計計画者教育における実務教育
実務に強い人材、実務に対するリアリティをもった人材への要求は、

今後ますます大きくなる。

■■ インターンシップ制度の導入インターンシップ制度の導入

大学生が在学中に自らの専攻、将来のキャリアに関連した就業体験や長期就

業を行うインターンシップ。

■■ 産学共同施設の設置産学共同施設の設置

設計院や技術院といった、プロフェッショナル教育のための教育環境を実現す

る産学共同施設の設置。

■■ 実務者を招いての講義実務者を招いての講義

実務に現役で携わっている者の実体験に基づく講話によって、建築設計計画

者を目指す学生たちに明確な将来像を提示し、学習への動機付けや進路へ

の興味付けに寄与するような教育をめざす。
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建築設計計画者に建築設計計画者に
共有されるべき能力共有されるべき能力

（１）（１）俯瞰的視点俯瞰的視点

・ 自らの専門分野の知識や知見が、建築計画全体のなかで如何に結実していくのかを見届ける姿勢。

・ 協働者の知識や知見に着目し包括的な視点からそれらを建築づくりに反映する姿勢。

（２）（２）社会性、公共性の担保社会性、公共性の担保

・ 特定の価値観や理念に基づいた合理性の追求に対して、より社会的、公共的な視点から多様な主体やその

価値観とのバランスを取ることにより、最適解を導き出すこと

（３）（３）コミュニケーション力とマネジメント力コミュニケーション力とマネジメント力

・ 設計教育は、さまざまな課題や条件を共通認識し、それぞれの立場や事情を配慮しながら問題を解決する訓

練である。＝絶好のコミュニケーション・マネジメント教育の場

（４）（４）非建築系専門家に求められる計画系理念・技術非建築系専門家に求められる計画系理念・技術

・ 計画系技術力が求められるのは、純粋に建築や都市の計画・設計に携わる人材だけではない。

・ 建築設計計画者に求められる倫理や理念、価値観を他の専門分野に広げていくことが重要。
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教育体系の論点

教育目標 コース形態の制度・設計

○ 建築家教育（ＵＩＡ対応，スタジオ教育）

○ 統合教育

○ 計画系技術者教育（ダブルメジャー教育）

○ 講義・演習から多様な授業形態

○ ＰＢＬ（問題基盤型学習方式）

○ フィールドワークなど実体験型学習

教育方法 授業形態の制度・設計
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計画系教育の問題点

①講義中心型

②時間割が硬直化

③コラボレーションがない

④技能教育の軽視
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教育プログラムの課題（１）

①カリキュラムの制度設計：計画系教科の見直し，理論・手法・知識の再編，
講義・演習等の多様な学習形態の準備。

②経験型教育プログラムメニュー：問題発見能力，情報収集能力，問題解決
のスキル・ノウハウ教育。

③集団ワークのメニュー：対人関係の修得，コミュニケーション・プレゼンテー
ション能力の形成，グループディスカッション・ロールプレイ，ワークショップのメ
ニュー。

④社会課題学習の教育プログラム：社会や倫理に対する職能意識を涵養する
多面的なアプローチ。
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教育プログラムの課題（２）

⑤プロフェッショナル教育プログラム：技術知識・スキル，プロフェッショ
ナル・ビジネス、行動規範、倫理観の入門的な養成。

⑥自主学習態度・意欲教育：生涯学習プロセス，模擬体験・インターン
シップなどの教育プログラム。

⑦将来の状況変化に対応する教育プログラム（以上 JABEE学習・教
育目標参照）
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計画系カリキュラム（１）

①大単位方式
従来のカリキュラムの上に，講義を連続枠として設定し，教員集団で取り組むもの。こ
の先進例は，北海道大学の「建築序説」，「建築都市ゼミナール」や大阪大学の「建築総
合デザイン」。

②期間集約方式
セメスタ制からクオーター制とすることで，カリキュラム上の実施期間を集約して取り組
むもの。この先進例は，東京工業大学の大学院の「建築デザインコース」の授業科目の
集中授業方式。
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計画系カリキュラム（２）

③２学期制から３学期制への転換
金沢工業大学のように，基本的に講義時間を60分とした上
で，３回／週にわたって講義を実施し，短期間に集約して習
得。

④コラボレーション授業
東京大学の「造形基礎」のように「歴史と計画」がコラボ
レーションを行い，共通のフィールドと課題で演習を実施。
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医学教育の特色（筑波大学）

①集中化講義＋総合的関連的演習

②ＰＢＬ方式、能動的な学習サポート

③少数人数学習（適宜）

④臨床現場の実習

⑤コミュニケーション・プレゼンテーション練習
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教科関係の提案イメージ
（講義＋ＰＢＬ方式）

6

6

12
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②集中講義（スタジオ連携の「知識」伝達）

③「計画・歴史」，「計画・都市」のコラボレーション演習

④現場体験，少数人数のディスカッション

⑤ＰＢＬプロジェクト学習（ロールプレイ，フィールドワーク，
ワークショップ，ケースメソッド等）

①最小限度の座学（理論的な講義）

同時型融合総合教育ー計画系の新しいあり方
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新しい設計教育

1. 分野間の協力：計画系諸学、工学諸学の関与

2. フィールドを通じた教育：具体性、個別性のある課題

3. スタディオの空間：集団効果、製図室ピンナップ・レ
ビュー、

4. 計画プロセスと専門家の助言システム：ファシリテー
ターとしての教師

5. その他：インターン教育、ワークショップ教育
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外国の設計教育（1）
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外国の設計教育（２）
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海外の大学調査の要点
• 日本在住留学生「キーワード」アンケート

・アジアで高い学習比率 キャンパス計画、動線、卒業設計、黄金比、近代建築５原則、

集落

・欧米で高い学習比率 障害者、工業デザイン、建築構法、万国博覧会、農村計画、橋

のデザイン、インターネットと建築

• 海外主要大学アンケート

・カールトン大学、クレムソン大学、チューレーン大学、テキサスＡ＆Ｍ大学(USA)、シン
ガポール国立大学、ヘルシンキ工科大学

・概要 多様な教育年限、多様なカリキュラム、卒業後設計分野

• その他 建築計画の英語がない
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シンガポール国立大学、シンガポール
海外の建築計画の教育

卒業生の進路 おおまかに半分強が進学
３割が就職、2割が留学

カリキュラム 日本と似通る
学部４年のうち３年まではデザイ

ン、構造、環境の各科目
４年生はデザインに集中
建築コースと工業デザインコース

に分化

修業年限 以前の学部３年＋修士課程２年から
学部４年＋修士課程１年に最近変更
修士課程は１年間のprofessional 

course、修士は
professional degree

建築を学ぶのはデザイン・環境学部の建築学科
他に構造学科、不動産学科。
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クレムソン大学、アメリカ
海外の建築計画の教育

修業年限 日本と同じ学部４年＋修士２
年

75％の学生が修士課程に
進学
professional degreeを取得のため
残りの学生は建築以外の様々な職種へ

ほとんどが地元で

修士課程修了者はほとんどがアメリカ全
土で設計職

カリキュラムは学部・修士課程を通じて
完全なスタジオ型
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チューレーン大学、アメリカ
海外の建築計画の教育

卒業生の進路 学部生は就職、進学、不明がそれぞれ 1/3
修士は就職と進学がそれぞれ 1/2

学部は基本的に５年制 professional degreeを得る
授業科目の分野 各分野内に必修科目と選択

科目

建築デザイン分野 スタジオや調査など実習科目主体

サポート分野 デザイントピック分野の選択科目として
Facility Planning and Evaluation
Architecture and Human Health

日本の建築計画と非常に似通った科目が存在

独立分野 都市学や保存学

最終学年 職業関連分野（倫理や法規）選択が必須

授業科目の分野

□建築デザイン

□歴史、理論、分析

□デザイントピック

□構造、技術

□ランドスケープ、都市デザイン

□都市学（Urban Studies）

□職業関連
（Professional Concerns）

□ビジュアルコミュニケーション

□保存学
（Preservation Studies）
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ヘルシンキ工科大学
海外の建築計画の教育

建築学科 建築コース、
ランドスケープアーキテクチャーコース

修業年限 ５年制 学部教育が修士課程に直結
卒業（＝修士修了）後の進路は設計

カリキュラム デザイン重視の構成
最初の２年でファインアートとクラフトを学ぶ職業訓練も盛り込まれて
いる。
計画系の教科としては環境分野が非常に少ない 構造分野も最初に
少し

学部後半 歴史と建築理論、建築デザイン、環境デザインの３つに大
別
建築デザインと環境デザインの双方につながる科目 公共建築デザ
イン

建築学科 8コースに分化

建築学科 8コース
□公共建築デザインコー
ス
□建築技術コース
□建築構造コース
□建築史コース
□都市計画・都市
デザインコース
□住宅デザインコース
□建築基礎・理論コース
□木造建築コース
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海外教育との比較

（１）教育内容の違い
・海外：計画系中心、個性化

・日本：ホリスティック、標準化

（２）卒業後進路の違い
・海外：設計系職業

・日本：設計系１０パーセント以下

（３）（提案）計画系教育の方向
性

・日本の特色を生かす ・個性化の推進

・設計系以外の職能(計画系技術者）へ対応
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さまざまな計画論理のさまざまな計画論理の
展開と合理性展開と合理性

審美的合理性：
建物の形態、色彩など、
主観的な価値観や嗜好
に基づく合理性。

客観的合理性：
採算性、収益率、技術の
適用性など、客観的指標
に基づく合理性。

社会的合理性：
法制度、慣習、倫理観な
ど、社会的規範に基づく
合理性。
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さまざまな計画論理のさまざまな計画論理の
展開と合理性展開と合理性

大規模事業： （例：再開発事業）
それぞれの合理性を担保する専門
家と事業全体を統括する建築設計
計画者が参画。

建築設計計画者には複数の合理
性の対立を俯瞰的視点、公共性・
公益性の視点から調整する能力が
求められる。

小規模事業：（例：住宅）
建築設計計画者１名により大半の
業務を行うことが可能。

中規模専門的事業： （例：病院）
全体計画を行う建築設計計画者の
ほかに、施設の運営計画について、
より専門的な知見を有する専門家
が参画。
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計画系業務領域の拡大と多様化

民間都市開発に求められる計画系技術
事業採算性や収益率を重視し、顧
客の代理として利益を最大限にす
るための事業ドメイン

・アセット・マネジメント・・・
金融面からの支援

・プロパティ・マネジメント・・・
テナント、建物の運営・維持管理

・コンストラクション・マネジメン
ト・・・

建設管理

事業主体や投資家のニーズや利益
を重視した都市開発

まちづくりに求められる計画系技術

行政の政策立案担当者・・・
施策目標と住民ニーズを調整
する能力が求められる。

コンサルタント・・・
住民の議論を活性化し、問題
解決へと導いていくファシリ
テーション能力が求められる。

住民と行政の協働によるまちづくり
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専門化する計画系技術と計画論理専門化する計画系技術と計画論理

（４）一枚の絵（計画案）の力

私人も法人も公共も一致して合意できる一枚の絵を描くためのプロセスこそが計画。多様
な分野の建築設計計画者のスキルや職業倫理もその為にこそ必要となる。

（３）計画遂行プロセスにおける正当性の確保

事業の正当性、公共性を担保するため、事業遂行による周辺環境への影響を事前
評価する能力、周辺住民へ説明・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力が建築設計計画者に求められる。

（１）専門分化の進行と業務分担の明確化

専門分化が進めば進むほど、各主体の業務領域と責任範囲が外から見て判かるよ
うに明確化する必要がでてくる。

（２）各専門領域固有の計画論理と事業全体の正当性

事業性、安全性、機能性、デザイン性など、各々の専門領域の計画論理の対立を
解決するため、個別の論理を超えた共通の目標を共有する必要がある。
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★教育制度

★計画系

カリキュ

ラム

★２１世紀計

画系教育の

キーワード

★教育の具

体的目標

★変化する

職能

●最小限座学

●産学共同施設の設

置 ●知識とスキル

●マネジメント

職能

●教育目標の多

様化 ●集中講義

●インターンシップ

制度

●リアリティー

感覚 ●利用者参加

●大学院教育の

実務化

●歴史・都市・

計画のコラボ

レーション ●実務者参加の教育

●客観性・社会

性・審美性の計

画論理 ●環境共生

●学部教育の実

務化 ●フィールド ●ファシリテーター

●コミュニケー

ション・プレゼ

ンテーション

●省資源・省コ

スト

UIA問題 ●少人数教育 ●スタディオ教育 ●俯瞰的な視点

●職能責任の明

確化

JABEE問題

●ＰＢＬプロ

ジェクト教育

●同時型融合総合教

育

●社会性・公共

性の視点 ●建築家の将来

●分野間協力

●物作りと施設作り

教育

●非建築系専門

家に必要な理念 ●計画系技術

●学部：共通専

門教育＋個別専

門教育 ●倫理教育 ●新計画系職能

●大学院：研究

者教育＋実務家

教育 ●ダブルメジャー

●多発する事

故、美しくない

都市、高度化す

る建築技術等
●計画の論理

２１世紀計画系建築教育の方向性
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★教育の具

体的目標

★変化する

職能

●知識とスキル

●マネジメント

職能

●リアリティー

感覚 ●利用者参加

●客観性・社会

性・審美性の計

画論理 ●環境共生

●コミュニケー

ション・プレゼ

ンテーション

●省資源・省コ

スト

●俯瞰的な視点

●職能責任の明

確化

●社会性・公共

性の視点 ●建築家の将来

●非建築系専門

家に必要な理念 ●計画系技術

●新計画系職能

●多発する事

故、美しくない

都市、高度化す

る建築技術等
●計画の論理

計画系教育：職能の要求

●拡大する計画系職能

●計画系卒業生の進路

●３つの計画論理

●計画系技術教育の重視

●実務教育の期待
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★教育制度

★計画系

カリキュ

ラム

★２１世紀計

画系教育の

キーワード

●最小限座学

●産学共同施設の設

置

●教育目標の多

様化 ●集中講義

●インターンシップ

制度

●大学院教育の

実務化

●歴史・都市・

計画のコラボ

レーション ●実務者参加の教育

●学部教育の実

務化 ●フィールド ●ファシリテーター

UIA問題 ●少人数教育 ●スタディオ教育

JABEE問題

●ＰＢＬプロ

ジェクト教育

●同時型融合総合教

育

●分野間協力

●物作りと施設作り

教育

●学部：共通専

門教育＋個別専

門教育 ●倫理教育

●大学院：研究

者教育＋実務家

教育 ●ダブルメジャー

計画系教育の方向性

●同時型融合総合教育

●ＰＢＬ課題解決型教育

●計画系技術の研究・教育の重視

●大学教育の多様化、大学院教育
の実務教育化

●日本のホーリスティック教育の継
承発展



２１世紀計画系教育 服部岑生 34

終
●2005年度以
降 出版を計画
しています。
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